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高島特別支援学校の災害時等の支援体制

９月６日（金）

第一回「障がい児部会」にて



本校は、区市町村地域防災計画により、浸水想定地域
に立地する要配慮者利用施設に定められている。水害
：荒川水系の水位が基準値を超え、荒川が氾濫した時には、

水深３m以上５m未満の浸水が、１～３日継続する。

本校が直面する可能性のある災害

地震

火災

その他の気象災害 「竜巻」､「雹」、「落雷」など

：煙､有毒ガス、熱

◆2014年時点の地震調査研究推進本部の予測
・今後30年以内に、南関東で
M7クラスの地震が発生する確率：７０％以上

関東大震災（M7.9）、阪神･淡路大震災（M7.3）
東日本大震災（M9.0）熊本地震（M7.3）



文
高島特別支援学校

想定浸水深：３～５ｍ

首都高速５号池袋線

紅梅小学校

文



大規模災害発生による停電時

※停電になると、本校体育館棟屋上に設置された自家発電装置が、自動的に起動し、

使用できるコンセント及び、電灯が「災害時用」のみに切り替わる。

大規模災害発生

電力供給STOP 同時に

通常コンセント使用不可 災害時用コンセントのみ
使用可能（限度有り）

自家発電装置起動



◆飲料水・調理用水
➡備蓄倉庫の２ℓペットボトルの水を使用する

◆生活用水（手洗い、洗顔、洗濯、掃除など）
➡プールの水を浄水ろ過機でろ過して使用する

プール
ろ過機

大規模災害発生による断水時



災害時の対応

本校の防災対策は、児童・生徒の生命と身体の安全を確保
することを方針の第一とし、大震災や風水害など自然災害、
地域における大規模火災等、多種多様な危機から児童・生徒
や都民を守ることを目的とする。 ＜学校要覧より抜粋＞

➡校長を本部長とした災害対策本部を設置し、防災委員会メンバーを招集する。

➡災害直後の校舎や児童・生徒の被害状況を即時に把握して学校がとれる対策を

検討し、実行に移す。

➡学校長を本部長とした災害対策本部組織を活用し、全教職員で大規模災害時

の対応を行う。

災害発生



発生時間帯による災害対応

状況

地震

水害

火災

竜巻など

6 7

◆ 緊急で避難する必要がある時

　(地震による堤防決壊など)

　➡垂直避難：１階の教室にいる

児童・生徒は２階以上に避難

◆ 浸水被害の可能性が高まってき

た時(荒川上流での集中豪雨など)

　➡ 水平避難 ：徒歩などで、首都

高速５号池袋線より南側に避難

◆

乗

車

児

童

・

生

徒

の

救

護

◆屋外への避難

◆屋内で窓から離れ、物陰に避難

時間
0 1 2 3

午　前 午　後

14 15 16 17 18 198 9 10 11 12 134 5 20 21 22 23 24

メールでの指示連絡を要確認

メールでの指示連絡を要確認

◆児童・生徒の安全確保

◆施設の安全点検

◆危険個所、給電・給水対応

◆保護者に引き取り依頼

　　　　　　(メール配信)

◆残留児童・生徒の食時、居住

　スペース確保

在　宅 登校 在　校 下校･デイ 在　宅

◆ 震度6弱以上(23区内で発生)

　

◆ 震度6弱以下

：必要に応じて非常配備態勢発令

（メールでの指示連絡を要確認）

◆重要書類、金庫鍵持ち出しと管理

◆持ち出し重要書類等の記録簿作成

　（電子データ、機器を含む）

◆ 震度6弱以上(23区内で発生)

　

◆ 震度6弱以下

：必要に応じて非常配備態勢発令

（メールでの指示連絡を要確認）

◆重要書類、金庫鍵持ち出しと管理

◆持ち出し重要書類等の記録簿作成

　（電子データ、機器を含む）

◆

乗

車

児

童

・

生

徒

の

救

護

メールでの指示連絡を要確認

メールでの指示連絡を要確認

特別非常配備体制

：勤務地に自動参集

特別非常配備体制

：勤務地に自動参集



非常配備体制

重要書類搬出班 〇〇部

・重要書類（出席簿・連絡網・個人カード）
の持ち出し

・重要書類の安全確保
・重要書類金庫の鍵の持ち出しと管理
・持ち出し重要書類等の記録簿作成
（電子データ、機器を含む）

救護班
養護教諭
〇〇部

・けが人への応急救護
・各種医療機関の被害程度の確認
・災害時用服薬の持ち出し

連絡班 〇〇主任

・校舎内逃げ遅れ児童･生徒の確認
・各家庭へのメール配信
・電話連絡対応家庭への連絡
・各学部児童･生徒の安全確保に関する事態の掌握

避難所支援班
〇〇部

〇〇部

・学校に保護する児童･生徒の居場所の確保
・帰宅支援ステーションの開設
・福祉避難所開設時の制限区域（立入り禁止区域）
の設置



食糧班 〇〇部
・学校に保護する児童・生徒への食事の準備
・非常食、飲料水の数量管理
・アレルギー等対応児童・生徒の非常食提供状況管理

スクールバス班 〇〇部

・各コースの現在位置の確認
・ＳＢ、乗車児童･生徒の安全把握
・道路交通情報の収集、状況把握
・ＳＢ乗車児童・生徒の救出体制連絡調整

施設班
〇〇部
〇〇部

・初期消火活動
・学校施設の安全確認
・危険な場所の確認と安全化
・生活用水、電源の確保
・災害対策本部の行動記録の作成
・避難経路等の決定、誘導
・第二次避難場所等の安全確認

経営企画室 〇〇室

・重要書類、電子データの安全確保
（水浸しや散逸防止）

・重要書類管理金庫の鍵の持ち出し
・持ち出し重要書類等の記録簿作成

非常配備体制



避難所としての役割について

➡学校の被害状況により可能な範囲で、災害時帰宅支援ステーション

および福祉避難所を開設して都民の安全を守るための対策を講ずる。

＜災害時帰宅支援ステーション＞

：本校の備蓄倉庫に、災害時帰宅支援用の飲料水（５００㎖）のペットボトルと、

携帯トイレが配備されている。

＜福祉避難所＞

：板橋区立の小中学校等に開設された避難所では受け入れが困難な障害者等に

ついて、区が必要とすれば、本校の体育館の一部とプールの更衣室(避難所

管理機能維持スペース)を、避難所として使用する。

：本校の管理倉庫に福祉避難所開設用の担架や、飲料水、食料などが保管されて

いる。



アレルギー食も
保管しています

備蓄倉庫
★内容物
非常食、食器、水、
調理器具、寝具、発電・照明


